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員
の
職
能
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」

と
後
半
部
分
を
削
除
し
た
う
え
で
、
第
三
条
（
事

業
）
か
ら
、
第
四
項
の
「
会
員
相
互
の
懇
親
」

を
削
除
し
、
さ
ら
に
第
八
条
の
慶
弔
規
定
を
全

面
削
除
し
た
。 

本
研
究
は
昨
年
五
月
、
高
校
長
協
会
は
法
令

上
の
根
拠
の
な
い
任
意
団
体
で
あ
る
こ
と
、
標

榜
す
る
よ
う
な
「
教
育
研
究
団
体
」
と
し
て
の

実
質
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
う

え
で
、
任
意
団
体
の
会
合
に
お
い
て
本
来
お
こ

な
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
教
育
庁
高
校
教
育
課
職

員
に
よ
る
「
指
示
伝
達
」
や
、
勤
務
時
間
中
に

出
張
し
た
う
え
で
お
こ
な
う
こ
と
の
許
さ
れ
な

い
「
職
員
団
体
」
的
な
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
校
長

協
会
は
事
実
上
「
親
睦
団
体
」
で
あ
る
に
す
ぎ

ず
、
し
か
も
任
意
団
体
の
活
動
の
た
め
に
公
費

か
ら
違
法
不
当
に
出
張
旅
費
・
手
当
の
支
給
を

受
け
て
い
る
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
（
本
研
究
第

二
回
、
第
三
回
）
。 

親
睦
団
体
と
し
て
の
校
長
会 

今
回
の
規
約
改
正
は
、
本
研
究
の
指
摘
に
対

す
る
反
応
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
校
長
協

会
が
「
目
的
」
や
「
事
業
」
か
ら
「
親
睦
」
を

は
ず
し
て
し
ま
う
と
、「
指
示
伝
達
」
や
「
職
員

団
体
」
的
活
動
な
ど
本
来
排
除
す
べ
き
分
野
を

除
け
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
あ
と
に
ほ
と
ん
ど
何

い
さ
さ
か
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
は
い

え
、
本
研
究
の
批
判
に
い
ち
い
ち
忠
実
に
反
応

す
る
校
長
協
会
は
、
つ
ぎ
に
「
職
員
団
体
」
と

し
て
の
「
茨
城
県
県
立
学
校
管
理
職
員
組
合
」

の
分
離
独
立
に
踏
み
切
る
か
も
知
れ
な
い
。
し

か
し
、「
職
員
団
体
」
と
な
る
と
、
地
方
公
務
員

法
や
県
人
事
委
員
会
規
則
等
の
法
令
に
基
づ
い

て
設
立
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
何
の
規

制
も
な
い
校
長
会
の
よ
う
な
任
意
団
体
と
同
様

に
、
い
き
あ
た
り
ば
っ
た
り
成
り
ゆ
き
ま
か
せ

で
運
営
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。 

化
け
の
皮
が
剥
が
れ
て
、
風
通
し
の
良
く
な

り
過
ぎ
た
任
意
団
体
＝
校
長
協
会
が
、
あ
わ
て

て
「
親
睦
会
」
を
形
式
的
に
分
離
独
立
さ
せ
た

だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
親
睦
機
能
を
全
廃
し
た

の
で
は
な
く
、
あ
え
て
親
睦
活
動
部
分
を
独
立

さ
せ
、「
本
体
」の
校
長
協
会
に
併
置
し
た
の
で

あ
り
、
む
し
ろ
校
長
会
に
と
っ
て
「
親
睦
」
が

い
か
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る

か
を
、
如
実
に
示
す
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
で

は
、
親
睦
中
心
に
活
動
し
て
き
た
こ
と
を
自
白

し
た
も
同
然
で
あ
る
。 

と
は
別
に
新
設
し
た
。
会
員
は
県
北
地
区
校
長

会
の
会
員
で
、
役
員
は
す
べ
て
同
会
の
役
員
の

充
当
職
で
あ
る
。 

間
違
っ
て
も
県
立
学
校
の
校
長
全
員
を
そ

の
ま
ま
組
合
員
に
し
た
り
、
職
員
団
体
の
役
員

に
校
長
協
会
の
役
員
を
充
て
る
な
ど
の
こ
と
は

っ
て
公
務
災
害
補
償
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
い

う
主
張
で
あ
る
。 

も
っ
と
も
ら
し
い
論
理
だ
が
、
前
回
検
討
し

た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
「
研
修
」
は
勤
務
の
一

形
態
な
の
だ
か
ら
、「
職
務
専
念
義
務
免
除
」に

よ
る
研
修
と
い
う
概
念
自
体
が
矛
盾
し
て
い
て

存
在
の
余
地
が
な
い
。
前
提
が
誤
り
で
あ
る
以

上
、
こ
の
論
法
は
成
り
立
た
な
い
。 

と
こ
ろ
で
こ
れ
に
関
連
し
て
、
昨
年
度
か
ら

今
年
度
に
か
け
て
、
多
く
の
校
長
が
職
場
の
教

員
に
「
研
修
」
を
制
限
す
る
旨
の
指
示
を
お
こ

な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
幾
人
か
の
校
長

は
、
自
宅
研
修
の
た
め
に
勤
務
時
間
終
了
以
前

に
帰
宅
す
る
際
の
交
通
事
故
は
、
公
務
災
害
補

償
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
発
言
し
た
。
勤
務
先

か
ら
自
宅
ま
で
の
移
動
行
為
は
「
通
勤
」
に
あ

た
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
の
事
故
は
公
務

災
害
の
一
種
と
し
て
の
通
勤
災
害
に
該
当
せ
ず
、

補
償
（
療
養
補
償
、
後
遺
障
害
補
償
、
遺
族
補
償
等
）

の
対
象
と
な
ら
な
い
、
と
の
趣
旨
な
の
で
あ
ろ

う
。こ
れ
は
、と
ん
で
も
な
い
間
違
い
で
あ
る
。 

研
修
と
通
勤
災
害 

 

「
県
立
Ａ
高
校
で
は
、
中
間
考
査
最
終
日
の
午

後
二
時
か
ら
、
グ
ラ
ン
ド
で
職
員
の
親
睦
団
体

主
催
の
球
技
大
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
校
長

へ
『
教
員
が
午
後
二
時
頃
か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
や
っ
て
い
る
が
、
Ａ
高
校
の
勤
務
時
間
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
今
か
ら
県
の
教
育
委
員

会
へ
事
情
を
聞
い
て
み
る
つ
も
り
だ
。』と
の
電

話
が
あ
っ
た
。
校
長
は
ど
う
対
処
し
た
ら
よ
い

か
。
ま
た
、
こ
の
大
会
で
Ｂ
教
諭
は
ア
キ
レ
ス

腱
を
断
裂
す
る
全
治
一
カ
月
の
怪
我
を
し
た
。

Ｂ
教
諭
は
公
務
災
害
と
な
る
か
。」 

一
時
間
単
位
で
年
次
有
給
休
暇
や
特
別
休

暇
、
療
養
休
暇
、「
育
児
休
暇
」
等
を
取
得
し
、

一
日
の
途
中
か
ら
出
勤
す
る
場
合
、
あ
る
い
は

逆
に
、
い
っ
た
ん
勤
務
し
た
後
に
、
一
時
間
単

位
で
年
休
等
を
取
得
し
て
退
勤
す
る
場
合
、
自

模
範
解
答
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、

「
こ
れ
ま
で
教
特
法
第
二
〇
条
二
項
に
基
づ
く

研
修
ま
た
は
慣
習
と
し
て
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

等
を
勤
務
時
間
内
に
実
施
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
一
般
企
業
の
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
が
休
日
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
今
後
は
校
内
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等
を

勤
務
日
に
実
施
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
。

世
間
か
ら
誤
解
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
も
、年
休
を
と
っ
て
勤
務
日
に
実
施
す
る
か
、

土
曜
日
の
午
後
、
ま
た
は
休
日
に
実
施
す
る
の

が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
」
と
の
考
え
方
に
の
っ

と
っ
て
、
校
長
に
「
慎
重
な
し
か
し
毅
然
と
し

習
の
第
二
問
は
、
職
場
で
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
と
そ
こ
で
の
公
務
災
害
補
償
の
問
題
で
あ
っ

た
（『
平
成
一
一
年
度 

演
習
報
告
』
一
四—

二
〇
ペ

ー
ジ
）
。 
2 0 0 1 年 7 月 1 0 日                      

茨 城 県 高 等 学 校 教 職 員 組 合                      

水戸市三の丸１-１-42 電話029-224-2659                      
o u c h o u k a i /        

1 1 回 ）        

ンと公務災害補償 

今
年
度
は
じ
め
の
各
地
区
校
長
会
の
会
合

で
、
校
長
会
規
約
の
改
正
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

た
と
え
ば
、
県
北
地
区
校
長
会
（
会
長
＝
秋
山
和

衛
太
田
一
高
校
長
・
留
任
）
は
、
四
月
一
二
日
、

ホ
テ
ル
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
日
立
で
総
会
を
開
催
し
、

規
約
第
二
条
（
目
的
）
の
「
本
会
は
、
県
北
地
区

高
等
学
校
教
育
の
振
興
と
会
員
の
職
能
向
上
を

図
り
、
あ
わ
せ
て
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。」
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
、「
本

会
は
、
県
北
地
区
高
等
学
校
教
育
の
振
興
と
会

校
長
会
が
「
親
睦
団
体
」
か
ら
の
脱
却
を
目

指
し
て
組
織
改
革
に
乗
り
出
し
た
。 

校
長
会
の
構
造
改
革 

も
残
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
校
長
協
会
は
、
み

ず
か
ら
「
無
」
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。 

規
約
改
正
と
同
時
に
、
県
北
地
区
校
長
会
は
、

「
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
」

（
規
約
第
二
条
）
と
し
、
「�

新
入
会
員
の
歓
迎

及
び
退
職
会
員
の
送
別
会 
�

会
員
相
互
の
慶

弔
及
び
見
舞
等 
�

そ
の
他
、
必
要
と
認
め
る

事
項
」（
第
三
条
）
を
「
事
業
」
と
し
て
実
施
す

る
「
県
北
地
区
校
長
会
親
睦
会
」
を
校
長
協
会

校
長
協
会
は
会
の
活
動
か
ら
、
「
親
睦
」
を

本
気
で
追
放
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。 

親
睦
会
の
独
立
・
併
置 

で
き
な
い
。
い
ざ
県
人
事
委
員
会
に
届
け
出
て

規
約
の
不
備
で
却
下
さ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
、

十
分
準
備
し
た
う
え
で
臨
む
必
要
が
あ
る
。 

前
回
取
り
上
げ
た
「
研
修
」
問
題
に
お
い
て
、

「
教
頭
会
法
規
演
習
」
は
、
放
課
後
に
自
宅
研

修
を
お
こ
な
う
場
合
、
公
務
災
害
補
償
の
対
象

と
な
ら
な
い
と
の
見
解
を
示
し
、
研
修
制
限
の

論
拠
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
た
。こ
れ
は
、「
職
務

専
念
義
務
」
を
免
除
さ
れ
て
お
こ
な
う
自
宅
で

の
「
研
修
」
は
、「
公
務
」
で
は
な
く
、
し
た
が

さ
て
、
今
回
も
「
教
頭
会
法
規
演
習
」
に
つ

い
て
、
検
討
を
続
け
よ
う
。 

研
修
と
公
務
災
害
補
償 

宅
と
職
場
間
の
移
動
行
為
は
当
然
、「
通
勤
」に

該
当
す
る
。「
研
修
」そ
れ
自
体
は
勤
務
の
一
形

態
で
あ
る
が
、
仮
に
「
法
規
演
習
」
の
い
う
よ

う
に
「
職
務
専
念
義
務
免
除
」
に
よ
る
「
研
修
」

だ
と
し
て
も
、
移
動
行
為
は
「
通
勤
」
に
該
当

す
る
。「
通
勤
」中
の
災
害
は
通
勤
災
害
と
し
て

公
務
災
害
補
償
の
対
象
と
な
る
。 

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
の
教
頭
会
法
規
演

校
長
ら
は
、
「
研
修
」
を
抑
制
す
べ
く
、
警

告
の
つ
も
り
で
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
た
の
で

あ
ろ
う
が
、
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
自
分
た

ち
の
無
理
解
を
暴
露
す
る
結
果
に
な
っ
た
。 

職
場
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン 



 

公
務
外
と
し
た
理
由
は
、
「
『
平
成
一
一
年

度
茨
城
県
教
職
員
等
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
実
施
計

画
』
を
み
る
と
、
本
大
会
の
よ
う
な
『
各
学
校

の
事
情
に
あ
わ
せ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
要
項
に

基
づ
く
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
』
は
、
当
該
計
画

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
大

会
の
計
画
・
実
施
が
地
公
法
第
四
二
条
の
規
定

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
要
項
に
お
い
て
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
実
施
権
限
を
学
校
長
に
委
任
す
る
と
す
る

明
確
な
規
定
も
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。 

た
対
応
」
を
求
め
る
。 

電
話
主
に
対
し
て
は
「
事
実
を
隠
し
た
り
せ

ず
、
き
ち
ん
と
説
明
し
て
理
解
を
得
る
こ
と
が

必
要
」
と
し
た
う
え
で
、
教
職
員
に
対
し
て
は

「
臨
時
の
集
会
を
開
き
、
電
話
が
あ
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、冷
静
な
対
応
を
依
頼
」

し
、「
地
区
担
当
〔
高
校
教
育
課
の
管
理
主
事
〕
に

直
ち
に
報
告
を
行
い
指
示
を
受
け
」、「
マ
ス
コ

ミ
の
取
材
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
取
材
の
窓
口

を
一
本
化
し
て
お
き
、
取
材
が
あ
っ
た
ら
誠
実

に
対
応
す
る
」
よ
う
に
求
め
る
。 

そ
の
う
え
で
、
「
こ
れ
ま
で
も
本
属
長
（
校

長
）
ま
た
は
親
睦
団
体
の
長
が
計
画
実
施
し
た

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
の
負
傷
は
、
公
務
上
の

災
害
と
認
定
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
本
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
が
『
職
専
免
研
修
』

で
実
施
さ
れ
た
と
す
る
と
、
当
然
公
務
遂
行
中

の
事
故
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て

公
務
災
害
の
認
定
は
受
け
ら
れ
な
い
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
」
の
で
、
今
後
は
「
期
日
限
定
の

保
険
を
掛
け
る
」
べ
き
だ
と
締
め
括
る
。 

地
公
法
四
二
条
に
よ
る
厚
生
事
業 

問
い
合
わ
せ
電
話
一
本
で
、
い
き
な
り
「
臨

時
の
集
会
」
や
「
窓
口
一
本
化
」
が
必
要
だ
と

言
い
出
す
よ
う
で
は
、『
演
習
報
告
』の
発
行
責

任
者
た
る
茨
城
県
教
育
委
員
会
と
茨
城
県
高
等

学
校
教
頭
会
の
危
機
管
理
能
力
は
ま
こ
と
に
心

許
な
い
。
こ
の
調
子
で
は
、
い
ざ
本
当
の
大
事

が
起
き
た
時
に
は
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
っ
て

オ
ロ
オ
ロ
す
る
だ
け
で
、
有
効
な
対
処
は
一
切

期
待
で
き
な
い
。 

職
場
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
教
育
公
務
員

特
例
法
第
二
〇
条
第
二
項
（「
教
員
は
、
授
業
に
支

障
の
な
い
限
り
、
本
属
長
の
承
認
を
受
け
て
、
勤
務
場

所
を
離
れ
て
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」）
に
基
づ

く
「
研
修
」
と
す
る
と
こ
ろ
に
根
本
的
な
誤
り

が
あ
る
。
同
条
の
趣
旨
を
職
場
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
に
結
び
付
け
る
の
は
論
外
で
あ
る
。
そ
れ

に
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
「
勤
務
場
所
を
離

れ
て
」
い
な
い
。 

職
場
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
方
公
務
員

法
第
四
二
条
（「
地
方
公
共
団
体
は
、
職
員
の
保
健
、

元
気
回
復
そ
の
他
厚
生
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
計

画
を
樹
立
し
、
こ
れ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」）
に
基
づ
い
て
実
施
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

地
公
法
四
二
条
に
基
づ
く
厚
生
制
度
と
し

て
は
、
本
県
の
場
合
、「
互
助
会
」
の
事
業
や
財

形
貯
蓄
、「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」事
業
な
ど
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
県
が
実
施
主
体
と
な

っ
て
い
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
し
て
は
、

県
職
員
の
場
合
に
は
、
各
課
対
抗
野
球
大
会
（
五

月
～
七
月
）
、
各
課
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
七

月
～
八
月
）
、
職
員
球
技
大
会
中
央
大
会
（
九
月
）
、

各
課
対
抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
（
一
一
月
）
、
ス

キ
ー
事
業
（
一
月
）
、
各
課
対
抗
卓
球
大
会
（
二

月
）
が
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
昨
年
度
ま
で
、
県
立
学
校
の
教
職

員
に
つ
い
て
県
（
県
教
育
委
員
会
）
が
実
施
主
体

と
な
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
は
、
県
立
学
校
事

務
職
員
・
技
能
労
務
職
員
を
対
象
と
す
る
「
県

立
学
校
事
務
職
員
等
厚
生
大
会
」（
七
月
）
だ
け

で
あ
っ
た
。（「
ゴ
ル
フ
大
会
」
と
「
囲
碁
大
会
」
は

互
助
会
が
実
施
す
る
事
業
で
あ
り
、
県
教
育
委
員
会
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
。） 

県
立
学
校
の
教
諭
等
に
つ
い
て
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
事
業
を
一
切
実
施
し
て
こ
な
か
っ
た

の
は
、
地
公
法
四
二
条
違
反
で
あ
る
。
茨
城
県

育
委
員
会
の
違
法
行
為
責
任
は
重
大
で
あ
る
。 

教
地
公
法
四
二
条
に
よ
る
職
場
レ
ク 

『
演
習
報
告
』
の
的
外
れ
ぶ
り
は
す
で
に
あ

き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
茨
城
県
教
育
委
員
会
は
、

地
公
法
四
二
条
に
基
づ
き
、
学
校
に
勤
務
す
る

教
職
員
が
自
由
に
参
加
で
き
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
事
業
を
、
企
画
し
実
施
す
る
法
律
上
の
責

任
を
有
す
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
地
公
法
四
二
条
に
基
づ
く
職
場
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
は
、
勤
務
時
間
外
に
実
施
す
る

こ
と
も
あ
る
が
、
勤
務
時
間
内
に
実
施
す
る
こ

と
も
当
然
可
能
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
自
体
は
職
務
（
公
務
）
と
は
い
え
な

い
か
ら
、
服
務
上
の
措
置
と
し
て
「
職
務
専
念

義
務
の
免
除
」
が
必
要
と
な
る
。（
勤
務
時
間
外

で
あ
れ
ば
も
と
も
と
職
務
専
念
義
務
が
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、「
職
務
専
念
義
務
の
免
除
」
が
必
要
と
な
る

の
は
、
あ
く
ま
で
勤
務
時
間
内
に
実
施
さ
れ
る
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
で
あ
る
。） 

地
公
法
に
よ
る
レ
ク
と
公
務
災
害
補
償 

そ
う
な
る
と
、
こ
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
負
傷
事
故
な
ど
の
「
災
害
」
が
発
生
し

た
場
合
に
、公
務
災
害
補
償
が
ど
う
な
る
か
が
、

当
然
疑
問
に
な
る
。 

『
演
習
報
告
』
は
、
「
本
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
が
『
職
専
免
研
修
』
で
実
施
さ
れ
た
と
す
る

と
、
当
然
公
務
遂
行
中
の
事
故
で
は
な
い
こ
と

に
な
る
。
し
た
が
っ
て
公
務
災
害
の
認
定
は
受

け
ら
れ
な
い
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
」
と
、
わ

か
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。 

地
方
公
務
員
災
害
補
償
制
度
の
運
用
に
あ

た
っ
て
い
る
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
（
国

の
特
殊
法
人
）
は
、
内
部
通
達
の
形
で
、
地
公
法

四
二
条
に
基
づ
き
任
命
権
者
（
県
立
学
校
教
職
員

に
あ
っ
て
は
県
教
育
委
員
会
）
が
単
独
ま
た
は
共

同
で
実
施
す
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
参
加
中
の

負
傷
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
公
務
上
の
災
害
と

し
て
補
償
の
対
象
と
す
る
旨
、
定
め
て
い
る
（
昭

和
四
八
年
一
一
月
二
六
日
地
基
補
第
五
三
九
号
各
支

部
長
あ
て
理
事
長
通
達
、
及
び
同
日
地
基
補
第
五
四
二

号
各
支
部
事
務
長
あ
て
補
償
課
長
通
達
）
。
こ
の
場

合
、
勤
務
時
間
外
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

っ
て
も
、
あ
る
い
は
勤
務
時
間
内
に
「
職
務
専

念
義
務
」
を
免
除
さ
れ
て
参
加
し
た
場
合
で
あ

っ
て
も
、
公
務
災
害
補
償
の
対
象
と
な
る
。
と

う
て
い
公
務
と
は
い
え
な
い
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
に
、
し
か
も
（
勤
務
時
間
内
で
あ
れ
ば
）「
職
務

専
念
義
務
」
を
免
除
さ
れ
て
参
加
し
て
い
る
な

か
で
の
事
故
が
、
ど
う
し
て
「
公
務
災
害
」
な

の
か
と
い
う
と
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
当
該
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
が
「
任
命
権
者
の
支
配
管
理
の

下
に
行
わ
れ
た
」
こ
と
に
よ
る
。 

も
し
死
亡
事
故
が
起
き
た
場
合
、
公
務
災
害

補
償
制
度
に
よ
っ
て
生
前
給
与
の
六
割
程
度
の

補
償
金
が
年
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
。 

県
教
育
委
員
会
と
教
頭
会
は
「
期
日
限
定
の

保
険
」
を
助
言
す
る
が
、
損
害
保
険
会
社
の
用

意
す
る
「
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
保
険
」
の
死
亡

保
険
金
は
数
百
万
円
ど
ま
り
で
あ
る
。
公
務
災

害
補
償
制
度
に
よ
ら
ず
し
て
、
一
億
円
を
超
え

る
保
険
金
を
準
備
す
る
こ
と
な
ど
到
底
不
可
能

で
あ
る
。 

模
範
解
答 

平
成
一
一
年
教
頭
会
法
規
演
習
第
二
問
の

本
当
の
模
範
解
答
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

「
校
長
が
、
当
該
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
、
職

場
の
親
睦
団
体
主
催
で
開
催
さ
せ
た
こ
と
は
誤

り
で
あ
る
。 

校
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
県
教
育
委
員
会
に
届

け
出
て
そ
の
許
可
を
得
た
う
え
で
、
地
方
公
務

員
法
第
四
二
条
に
よ
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
実
施
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
、

電
話
主
に
は
、
本
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
が
、
地

方
公
務
員
法
の
定
め
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
こ
れ
に
よ
り
公
務
能
率
の
増
進
が
期
待

で
き
る
こ
と
を
説
明
し
、
理
解
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
Ｂ
教
諭
の
怪
我
は
公

務
災
害
補
償
の
対
象
と
な
る
。 

し
た
が
っ
て
、
か
か
る
措
置
を
怠
っ
た
校
長

は
責
任
を
免
れ
ず
懲
戒
処
分
が
相
当
で
あ
る
。 

蛇
足
な
が
ら
、
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
、

教
育
長
、
教
育
次
長
、
高
校
教
育
課
長
、
福
利

厚
生
課
長
ら
が
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
教
育
委
員
に
あ
っ
て
も
み
ず
か
ら
を

処
分
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。」 

土
浦
工
業
高
校
職
場
レ
ク
事
件 

的
外
れ
で
間
違
い
だ
ら
け
の
「
法
規
演
習
」

が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
こ
で
多
額
の

公
費
が
費
や
さ
れ
て
い
る
こ
と
ひ
と
つ
を
と
っ

て
も
放
置
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
教
頭
会
法
規
演
習
の
誤
謬
は
、
現

の
も
の
と
な
っ
た
。 
実

 
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
五
月
二
四
日
正
午

頃
、
県
立
土
浦
工
業
高
校
（
高
野
驩
一
校
長
＝
現

在
下
館
工
高
校
長
、
細
野
賢
治
教
頭
＝
現
在
水
戸
工
高

教
頭
）
の
校
内
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
に
お

い
て
、
体
育
館
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
試
合
を
し

て
い
た
五
五
歳
の
男
性
教
諭
が
右
脚
ア
キ
レ
ス

腱
を
断
裂
す
る
三
か
月
の
重
傷
を
負
っ
た
。
こ

の
日
は
一
学
期
中
間
考
査
の
第
一
日
目
で
あ
り
、

当
該
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
は
同
校
の
安
全
衛
生

委
員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

公
務
災
害
認
定
請
求
を
受
け
た
地
方
公
務

員
災
害
補
償
基
金
茨
城
県
支
部
（
支
部
長
＝
橋
本

昌
県
知
事
）
は
、
二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
二

月
七
日
付
け
で
こ
の
件
を
公
務
外
の
災
害
と
認

定
し
本
人
に
通
知
し
た
。 

当
該
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
が
安
全
衛
生
委

員
会
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
要
す
る
に

そ
の
議
長
で
あ
る
校
長
の
監
督
下
に
お
こ
な
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
任
命

権
者
（
県
教
育
委
員
会
）
が
地
公
法
四
二
条
に

基
づ
い
て
実
施
す
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

る
と
の
形
式
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
唯

一
の
理
由
と
し
て
公
務
外
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

法
令
に
つ
い
て
の
無
知
か
ら
、
職
場
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
の
正
当
な
位
置
付
け
を
怠
っ
て
漫

然
と
放
置
し
た
う
え
、
そ
こ
で
発
生
し
た
負
傷

事
故
に
つ
い
て
公
務
災
害
認
定
を
不
可
能
に
す

る
結
果
を
も
た
ら
し
、
被
災
職
員
ら
に
多
大
の

損
失
を
与
え
た
県
教
育
委
員
会
、
県
高
校
長
協

会
、
県
高
校
教
頭
会
の
責
任
は
極
め
て
重
大
で

あ
る
。 

 
 
 
 
 
 

（
以
下
次
号
） 


